
活動日時 ２０２６年２月１７日（火） 子どもの言葉・姿・保育者とのかかわり等

クラス １歳児あひるぐみ

① 年間テーマ 自然

② 活動内容（ねらい）

子どもの姿

③ 環境のデザイン

④ 活動実践 ⑤ 振り返り（保育者の気づき）

【とうきょう　すくわくプログラム活動報告書】

大人がやって見せたり遊具の使い方を説明しながら「待つ・並ぶ」こと
を丁寧に伝えると、自分の番が来るのを待っていたり、混んでいるとき
は並ばずに他の遊具へ遊びに行く。

事前に室内で巧技台を使用し、滑り台の滑り方や、順番を待てば気持ちよく遊べ
ることなどを伝えていたので、その場で何度も伝えることなく遊んでいた。

・公園にある遊具で安全に順番を待ちながら遊ぶ。

・普段行かない遠い公園なので、ワゴンに乗り移動する。動中は、公園
への期待を膨らませ、どんな遊具があるのか話しながら向かう。
・公園では思い思い好きな遊具で遊び、友だちとのトラブルもなく、順
番を守って遊ぶ姿や道具を譲り合いながら使う姿が見られる。

散歩用ワゴン2台、スコップ、バケツ、カップ

１歳児が歩いて行ける保育園近辺の大型固定
遊具のある公園が、すべて改修工事等で閉鎖
されていた為、ワゴン２台使い移動し活動時
間を確保する。

普段はワゴン１台で大半の子どもが歩いて散
歩に出るが、ほぼ全員がワゴンに乗って散歩
に出る様子に興奮している子もいた。

固定遊具では、保育者に順番だよと伝えられ
ると、友だちを押すことなく待てたり、砂場
では使いたい道具を友だちが持っていると
「貸して」「あとで」「いいよ」など子ども
同士で声を掛け合う姿も見られた。


